
今週の例会（2019年1月18日）
■ プログラム
クラブアッセンブリー
五大奉仕担当理事

■ 次週のプログラム

・2 月 1 日：特別担当　泉大津市長
　　　　　　　　　　  南出 賢一様

■ 祝　誕生日
南出　和成（22日）

■ 今後の予定

■ ニコニコ箱
・みなさん、よろしくお願いします（楠本）
・皆様、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願
  い致します（藤野）
・新年おめでとうございます。今年もよろしくおねがい致します
  （寺田）
・本年もよろしくお願いします（山本（博））
・高令のため色々と御めいわくをかけますが今年もよろしく
  （平山）
・おめでとうございます。ご心配をおかけしました。
  まだまだですがよろしくお願い致します（古林）
・藤野会長、あと半年です。頑張って下さい。誕生祝ありがとうご
  ざいました（松内）
・今年もよろしくお願い致します（林）
・新年おめでとうございます。楠本様、よろしくお願いいたします
  （高寺）
・楠本さん、入会おめでとうございます。ロータリーライフを満喫
  して下さい（原（正））
・新年明けまして御目出とうございます。楠本さん、入会御目出
  とうございます（南出）
・新年明けましておめでとうございます。楠本様、御入会おめでと
  うございます。（小門）
・新年あけましておめでとうございます。楠本さん、入会おめで
  とうございます。誕生日祝いありがとうございます（櫻井）
・新年明けましておめでとうございます。楠本さん、入会おめで
  とうございます（瀧谷）
・嬉しい事が有りました。Ｈ１２年会長城村先輩より食事券を頂き
  ました（釜野）

累計
ニコニコ箱合計

532,000 円　
56,000 円

それでこそロータリー
■ 今月のロータリーソング
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インスピレーションになろう
2018-2019　ＲＩ会長 バリー・ラシン　泉大津ロータリークラブ（創立1956.5.4）

■ 先週の例会

かきねの　かきねの　曲がり角
たき火だ　たき火だ　落ち葉たき
あたろうか　あたろうよ
北風　ぴいぷう　吹いている

たき火
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週報　第3014回
会　長　藤野 修次　副会長　藤原 重行
幹　事　寺田 敏也　ＳＡＡ  泉谷 仁博

例会場　　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津
T E L　　 0725-20-1121
例会日時   毎週金曜日 12：30～13：30

泉大津ロータリークラブ

榎本（12/26 大阪帝塚山ＲＣ）
森口（12/8 地区ＩＡＣ委員・顧問会議）
櫻井（12/9 地区雑誌・公共イメージ委員長会議）
植村、八木（昌）（12/7 理事役員会）

■ メークアップ

今月の歌

会長の時間

藤野 修次 会長

■ 出席報告 会員数43名 出席免除0名

88.10％

月日 出席率出席数 欠席 補充

1/11 35名 8名 ― 81.40％

12/14 32名 10名 5名

■ ビジター なし

来週例会終了後、親睦活動委員会を開催します
（松村 泰英　親睦活動委員長）

○メールボックスに、ロータリーの友１月号が入っております。縦書
　の６３ページに「財団学友の今」とう題目で、藤原副会長の記事が
　載っております。
○本日の理事役員会は、７時より７階の小津にて開催します。

委員会報告

幹事報告　　　　　　寺田 敏也 幹事

次週 1 月 25 日のプログラム
卓話担当　八木 昌彦 会員
　　　　　「死」

「新年会長挨拶」

本当に有り難うございました。今年の主な行事は、２月９日の分区
7 の合同例会から始まり、４月１４日に京都迎賓館見学：竹茂楼で
の家族例会を中心に職業奉仕事業やゴルフ部会による１泊ゴルフコ
ンペなどが予定されています。皆さんの御協力・参加宜しくお願い
致します。今年は、「亥」の年ですが、十二支の中で「亥」が１２番
目になった理由は、競走で本当は「亥」（イノシシ）が１番最初にゴー
ルに着きましたが、まっすぐ走る事しかできない性分なのでゴール
を通り越してしまい、もどってきた頃に他の動物に遅れを取ってし
まって１２番になったそうです。干支（えと）とは、十二支と十干
という二つの暦の組み合わせた表記方法です。十二支と十干の組み
合せは、６０パターンの存在があり、この組み合わせを十二支と呼
んでいます。６０年かけて干支を一周すると「還暦」を迎えること
になるそうです。今年は、平成最後の年であり、残すところあと３
か月程になりました。４月２９日に今上天皇陛下が退位され、５月
１日に新天皇陛下が即位されます。５月１日と１０月２２日が１年
限りの祝日になり、４月から５月にかけてのゴールデンウィークが
１０連休になるそうです。また、４月１日には新年号が発表される
予定ですが、どんな年号が発表されるのか私は楽しみにしています。
　それに、大阪ではＧ２０大阪サミットが６月２８日から２９日に
かけて開催され世界各国首脳が集まりマスコミやその関係者が大阪
に集まり、とてもにぎやかな年の幕開けになるだろうと思います。
　さて、みなさんは正月をどのように過ごされましたか？私は、毎
年元旦には家族で奈良の三輪神社に初詣に行っています。これも、
父の代から約４０年続いている我が家の年初めの行事です。
　２日からは、めったにないことに子供たちが２泊３日の家族旅行
を計画してくれて、九州の鹿児島へ行ってきました。ところが、長
男は当日３８度の熱を出した為、行けませんでした。仕方なく４人
行くことになりました。１日目は、朝４時に起きて７時台の飛行機
で伊丹空港から鹿児島へ出発しました。私が 10 数年前に、泉大津商
工会議所青年部の研修旅行で鹿児島の知覧特攻平和会館に行った思
い出が心に残っていたので、１番初めに知覧に行きました。知覧特

攻平和会館には戦争当時の展示物や特攻隊員の遺影や遺書などがあ
ります。それらを見て、心打たれ感銘した思い出があったのです。
子供たちにも戦争のむごさや、当時の１７歳のから２４歳ぐらいの
青年が、特攻という「名誉ある戦死」という無茶苦茶な作戦を受け
いらなければならなかった時代があったという事を記憶に残しても
らいた気持ちで知覧特攻平和会館に行きました。遺書を見ても、両
親にあてた遺書もありましたが、大半はお母さんを慕っての遺書が
多いように思いました。文面を読んでいたら、涙が出てきました。
テレビや映画では戦争を美化し、かっこよくしたようなところもあ
りますが、実際には、とても言葉では表せない時代だったと、つく
づく思いました。話は、変わりますが、航空特攻作戦の概要の説明：
沖縄での陸軍による航空特攻作戦は、米軍主力が沖縄南西にある慶
良間（けらま）列島に上陸した１９４５年（昭和２０年）３月２６
日から始まりました。特攻作戦とは、重さ２５０キロ爆弾を装着し
た戦闘機で敵の艦船に体当たりして沈める、パイロットは必ず ‘死ね・
亡くなる ‘という『必死』条件の作戦でした。特攻作戦には、知覧基
地を始め、宮崎県の都城など、九州各地・そして当時日本が統治し
ていた台湾など多くの基地から出撃しています。知覧基地が本土最
南端だったという事もあり最も多く、全特攻戦死者１０３６名のう
ち４３９名、全員の半数近くが知覧基地から出撃しています。本格
的な特攻作戦は、陸海軍共同で４月６日第１次総攻撃として始まり、
７月１９日第１１次総攻撃の終了まで続きました。特攻部隊のうち、
九州から出撃した部隊は「振武隊」・台湾から出撃した部隊は「誠飛
行隊」と呼称していたそうです。続いて知覧の近くの釜蓋神社へ行
きました。釜蓋神社は名前の通り、釜蓋を頭に乗せて、入り口の鳥
居から本殿にバランス良く釜蓋を落とさずに歩いたら、望みが叶う
という言い伝えがあるそうです。娘は特に「良縁が有りますように」
と祈願し釜蓋を頭に乗せて、真剣に歩いていました。その後は、知
覧の茶畑を望みながら、鹿児島市内のホテルまで帰りました。その
晩の食事は、有名な特産物の黒豚料理を食べました。
　「あぢもり」か「吾愛人（わかな）」のどっちかの店に行こうと思
いましたが、「あぢもり」は予約がいっぱいでダメだったので、「わ
かな」という店に食事に行きました。食べた料理は、もちろん黒豚
料理のしゃぶしゃぶを注文しましたがとてもおいしかったです。２
日目は、「霧島神宮」へ参拝に行こうと出発しましたが、ナビ通り道
を進んでいきましたが、途中から細い山道に入りどうもおかしいな
と思い、ナビを見直すと、「霧島神宮」ではなく「霧島神社」への設
定になっていたので間違った道を走っていたのです。ナビの設定を
修正して車を走らせ距離にして５０キロほどロスが出ましたが無事
に「霧島神宮」に着きました。正月だった為、参拝者が多く時間が
かかりましたが無事に参拝させて頂きました。その帰りに、現地の
冊子に載っている「黒豚の館」という小粋なレストランに寄って、
黒豚のとんかつを食べて、そのあと霧島温泉あたりへ寄りお土産を
買いホテルに帰りました。帰ってからホテルの近くの天文館を少し
散策しました。その日の６時１０分ごろに熊本で地震がありました
が、車に乗っていたので気がつかなかったのですが、子供の友人か
らは、「大丈夫か」というメールや電話があってから分かったという
感じでした。被害も少なく良かったと思いました。最後の３日目は、
鹿児島市内の観光で、島津家別邸の「仙厳園 / 尚古集成館」に行き
ました。「仙巖園」は、江戸時代初期に１９代島津光久によって築か
れた薩摩藩島津家の別邸になります。目前の桜島を築山に、錦江湾
を池に見立てた壮大な庭園は、数あり大名庭園の中でも他に類を見
ないスケールの大きさだそうです。又、海外とつながる「南の玄関口」
といわれた薩摩の歴史にふさわしく、中国・琉球文化の影響が園内
随所に見られます。歴代当主に愛されたこの庭には、徳川将軍家に
嫁いだ篤姫や海外の要人も足を運んだそうです。新しい建物と古い
建物がうまく調和のとれた配置になっていて内容が良かったので、
もう少しゆっくりしたかったのですが、時間の都合もあり途中で切
り上げて空港に向かいました。空港に着いてから、１日目に行けな
かった「あぢもり」という店の黒豚のサンドイッチを買っていたので、
空港でおいしく食べて帰路に着きました。

　皆さん、新年あけましておめでとうござ
います。本年もよろしくお願い致します。
昨年は、災害の多い年でしたが、今年は災
害も少なく素晴らしい年になるように心か
らお祈りいたします。
　さて、昨年は３０００回記念納涼例会か
ら始まり、地区大会記念ゴルフ大会や地区
大会への参加、年末のクリスマス忘年例会
などロータリー活動に御参加・ご協力賜り

■ 祝　誕生日
籔野　　信（4日）   
丹農　秀知（7日）
松内　暲郎（12日）
櫻井　善章（16日）


